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様性の中に位置づける必要がある（落合・森本・
平井 2022）。 
最後に、フォーヴ－シャムーの研究対象である

ピレネー地方において筆者が 2016年にフィール
ドワークを実施した折に撮影した家の写真（図図 11）
を紹介して本稿を閉じたい。建物としての家はピ
レネーにおいても重視されており、しばしば屋号
をもっていることも日本の家と共通する。屋号を
家屋の外壁に大書している場合もある。ただしそ
れは観光化に対応した近年の習慣であるという。
フレデリック・ル・プレーの研究で知られるメル
ーガ家の建物は既になく、跡地は何棟もの貸別荘
になっていた。 

  

引引用用文文献献  
岡田あおい，2006，『近世村落社会の家と世帯継
承―家族類型の変動と回帰』，知泉書館。 

落合恵美子，1994，「近世末における間引きと出
産」，脇田晴子・スーザン・ハンレー編，『ジェ

ンダーの日本史』，上巻，東京大学出版会，425-
459ページ。 

落合恵美子，1999，「速水融『近世農村の歴史人
口学的研究』」，筒井清忠編，『日本の歴史社会

学』， 岩波書店，249-26ページ。 
落合恵美子，2004a，「歴史人口学から見た家・
村・ライフコース――小農社会論としての家・
村論再考」，日本村落研究学会編，『年報村落

社会研究』，第 39集，6月，農山漁村文化協
会，49-96ページ。 

落合恵美子，2004b，「歴史的に見た日本の婚姻
――原型か異文化か」，『家族社会学研究』，第 15
巻 2号，2月，39-51ページ。 

落合恵美子編，2006，『徳川日本のライフコース
――歴史人口学との対話』，ミネルヴァ書房。  

落合恵美子，2009，「序論―歴史人口学と比較家
族史」，落合・小島・八木編，『歴史人口学と比

較家族史』，早稲田大学出版会，1-30ページ。 
落合恵美子編，2015，『徳川日本の家族と地域性
――歴史人口学との対話』，ミネルヴァ書房。 

落合恵美子，2015，「序論 徳川日本の家族と地

域性研究の新展開」，落合編，『徳川日本の家族
と地域性』，ミネルヴァ書房，1-36ページ。 

落合恵美子，2019，「親密圏と公共圏の構造転換
―ハーバーマスをこえて」，『思想』，4月号（1140
号），岩波書店，146-166ページ。 

落合恵美子，2022，「アジアの重層的多様性―セ
クシュアリティとジェンダーから見る」，落合

恵美子・森本一彦・平井晶子編，『リーディング

スアジアの家族と親密圏３セクシュアリティ

とジェンダー』，有斐閣，1-29ページ。 
落合恵美子・小島宏・八木透編，2009，『歴史人
口学と比較家族史』，早稲田大学出版会。 

落合恵美子・森本一彦・平井晶子編，『リーディン

グスアジアの家族と親密圏』（全 3巻），有斐閣。 
川口洋, 2015, 「19世紀初頭の奥会津地方におけ
る移住者引き入れ」，落合編，『徳川日本の家族

と地域性』，ミネルヴァ書房，125-151ページ。 
黒須里美・津谷典子・浜野潔，2012，「徳川期後
半における初婚パターンの地域差」，黒須編，

『歴史人口学から見た結婚・離婚・再婚』，麗澤

大学出版会，24-56ページ。 
木下太志，2002，『近代化以前の日本の人口と家
族』，ミネルヴァ書房。 
庄司吉之助他，1982，『二本松市史四 近世Ｉ』，

二本松市。 
坪内良博，2006，「武士の子の将来―徳山藩士の
場合」，落合編，『徳川日本のライフコース』，ミ

ネルヴァ書房，371-391ページ。 
津谷典子，2001，「近代日本の出生レジーム―奥
州二本松藩農村の人別改帳データのイベント

ヒストリー分析，」速水・鬼頭・友部編，『歴史

人口学のフロンティア』，東洋経済新報社，219-
244ページ。 
中島満大，2015，「西南海村の人口・結婚・婚外
出生」，落合編，『徳川日本の家族と地域性』，ミ

ネルヴァ書房，187-216ページ。 
中島満大，2016，『近世西南海村の家族と地域性
―歴史人口学から近代の始まりを問う』，ミネ
ルヴァ書房。 
永田メアリー，2006，「直系家族システムにおけ
る労働移動―濃尾と東北の比較，」落合編，『徳
川日本のライフコース』，ミネルヴァ書房，141-
182ページ。 
永田メアリー，2006，「改名に見る家の戦略と個
人の選択―濃尾と東北の比較」，落合編，『徳川
日本のライフコース』，ミネルヴァ書房，305-
338ページ。 
成松佐恵子，1992，『江戸時代の東北農村―二本
松藩仁井田村』，同文館出版。 
西川祐子，1994，「日本型近代家族と住まいの変
遷」，『立命館言語文化研究』，6-1, 7月, 25-63
ページ。 
浜野潔・黒須里美，2009，「徳川農村は『皆婚社
会』か？―生涯未婚率推計の試み」，『統計』，

60(6), 6月, 2‒9ページ。 

速水融，1992，『近世濃尾地方の人口・経済・社
会』，創文社。 
速水融，2001，「歴史人口学と家族史の交差」，速
水・鬼頭・友部編，『歴史人口学のフロンティ

ア』，東洋経済新報社，17-44ページ。 
速水融，2002，「序章 歴史人口学と家族史，」速

水編，『近代移行期の家族と歴史』，ミネルヴァ

書房，1-17ページ。 

30



図図１１ピピレレネネーー地地方方のの家家  １ 家屋  

 
2 家屋（拡大） 

 
3 家屋（長い面） 

 
4 別の家屋 

 

5 外壁に書かれた屋号（maison XX） 

 
6 物置小屋 

 
7 家の奥の貯水槽 山からの水路の水を貯める 

 
8 メルーガ家の跡地の貸別荘 

  

様性の中に位置づける必要がある（落合・森本・
平井 2022）。 
最後に、フォーヴ－シャムーの研究対象である

ピレネー地方において筆者が 2016年にフィール
ドワークを実施した折に撮影した家の写真（図図 11）
を紹介して本稿を閉じたい。建物としての家はピ
レネーにおいても重視されており、しばしば屋号
をもっていることも日本の家と共通する。屋号を
家屋の外壁に大書している場合もある。ただしそ
れは観光化に対応した近年の習慣であるという。
フレデリック・ル・プレーの研究で知られるメル
ーガ家の建物は既になく、跡地は何棟もの貸別荘
になっていた。 

  

引引用用文文献献  
岡田あおい，2006，『近世村落社会の家と世帯継
承―家族類型の変動と回帰』，知泉書館。 

落合恵美子，1994，「近世末における間引きと出
産」，脇田晴子・スーザン・ハンレー編，『ジェ

ンダーの日本史』，上巻，東京大学出版会，425-
459ページ。 

落合恵美子，1999，「速水融『近世農村の歴史人
口学的研究』」，筒井清忠編，『日本の歴史社会

学』， 岩波書店，249-26ページ。 
落合恵美子，2004a，「歴史人口学から見た家・
村・ライフコース――小農社会論としての家・
村論再考」，日本村落研究学会編，『年報村落

社会研究』，第 39集，6月，農山漁村文化協
会，49-96ページ。 
落合恵美子，2004b，「歴史的に見た日本の婚姻
――原型か異文化か」，『家族社会学研究』，第 15
巻 2号，2月，39-51ページ。 

落合恵美子編，2006，『徳川日本のライフコース
――歴史人口学との対話』，ミネルヴァ書房。  

落合恵美子，2009，「序論―歴史人口学と比較家
族史」，落合・小島・八木編，『歴史人口学と比

較家族史』，早稲田大学出版会，1-30ページ。 
落合恵美子編，2015，『徳川日本の家族と地域性
――歴史人口学との対話』，ミネルヴァ書房。 

落合恵美子，2015，「序論 徳川日本の家族と地

域性研究の新展開」，落合編，『徳川日本の家族
と地域性』，ミネルヴァ書房，1-36ページ。 

落合恵美子，2019，「親密圏と公共圏の構造転換
―ハーバーマスをこえて」，『思想』，4月号（1140
号），岩波書店，146-166ページ。 
落合恵美子，2022，「アジアの重層的多様性―セ
クシュアリティとジェンダーから見る」，落合

恵美子・森本一彦・平井晶子編，『リーディング

スアジアの家族と親密圏３セクシュアリティ

とジェンダー』，有斐閣，1-29ページ。 
落合恵美子・小島宏・八木透編，2009，『歴史人
口学と比較家族史』，早稲田大学出版会。 

落合恵美子・森本一彦・平井晶子編，『リーディン

グスアジアの家族と親密圏』（全 3巻），有斐閣。 
川口洋, 2015, 「19世紀初頭の奥会津地方におけ
る移住者引き入れ」，落合編，『徳川日本の家族

と地域性』，ミネルヴァ書房，125-151ページ。 
黒須里美・津谷典子・浜野潔，2012，「徳川期後
半における初婚パターンの地域差」，黒須編，

『歴史人口学から見た結婚・離婚・再婚』，麗澤

大学出版会，24-56ページ。 
木下太志，2002，『近代化以前の日本の人口と家
族』，ミネルヴァ書房。 

庄司吉之助他，1982，『二本松市史四 近世Ｉ』，

二本松市。 
坪内良博，2006，「武士の子の将来―徳山藩士の
場合」，落合編，『徳川日本のライフコース』，ミ

ネルヴァ書房，371-391ページ。 
津谷典子，2001，「近代日本の出生レジーム―奥
州二本松藩農村の人別改帳データのイベント

ヒストリー分析，」速水・鬼頭・友部編，『歴史

人口学のフロンティア』，東洋経済新報社，219-
244ページ。 
中島満大，2015，「西南海村の人口・結婚・婚外
出生」，落合編，『徳川日本の家族と地域性』，ミ

ネルヴァ書房，187-216ページ。 
中島満大，2016，『近世西南海村の家族と地域性
―歴史人口学から近代の始まりを問う』，ミネ
ルヴァ書房。 
永田メアリー，2006，「直系家族システムにおけ
る労働移動―濃尾と東北の比較，」落合編，『徳
川日本のライフコース』，ミネルヴァ書房，141-
182ページ。 
永田メアリー，2006，「改名に見る家の戦略と個
人の選択―濃尾と東北の比較」，落合編，『徳川
日本のライフコース』，ミネルヴァ書房，305-
338ページ。 
成松佐恵子，1992，『江戸時代の東北農村―二本
松藩仁井田村』，同文館出版。 

西川祐子，1994，「日本型近代家族と住まいの変
遷」，『立命館言語文化研究』，6-1, 7月, 25-63
ページ。 

浜野潔・黒須里美，2009，「徳川農村は『皆婚社
会』か？―生涯未婚率推計の試み」，『統計』，

60(6), 6月, 2‒9ページ。 

速水融，1992，『近世濃尾地方の人口・経済・社
会』，創文社。 

速水融，2001，「歴史人口学と家族史の交差」，速
水・鬼頭・友部編，『歴史人口学のフロンティ

ア』，東洋経済新報社，17-44ページ。 
速水融，2002，「序章 歴史人口学と家族史，」速

水編，『近代移行期の家族と歴史』，ミネルヴァ

書房，1-17ページ。 

31



 

 

 
  

  

  

第 II部 研究方法の革新 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

速水融，2009，「人口・家族構造と経済発展―日本
近代化の基層」，『歴史人口学研究―新しい近世
日本像』，藤原書店，559-590ページ。 
平井晶子，2006，「結婚の均質化と『家』の確立」，
落合編，『徳川日本のライフコース』，ミネルヴ

ァ書房，89-109ページ。 
平井晶子，2008，『日本の家族とライフコース』，
ミネルヴァ書房。 
平井晶子，2011，「東北日本における家の歴史人
口学的分析―18・19 世紀の人口変動に着目し
て」，笠谷和比古編，『18世紀日本の文化状況と
国際環境』，思文閣出版，215-232ページ。 
平井晶子，2015，「宗門人別改帳の記載形式」，落
合編，『徳川日本の家族と地域性』，ミネルヴァ

書房，435-459ページ。 
平井晶子・落合恵美子・森本一彦， 2022，『リー
ディングスアジアの家族と親密圏２結婚とケ

ア』，有斐閣。 
フォーヴ－シャムー，アントワネット，2009，「家
の継承―フランス中央ピレネー地方と東北日
本の継承システム」，落合・小島・八木編，『歴

史人口学と比較家族史』，早稲田大学出版会，

33-62ページ。 
水野浩一，1981，『タイ農村の社会組織』，創文社。 
溝口常俊，2015，「近世屋久島における世帯構成
と『夫問い（ツマドイ）婚』」，落合編，『徳川日

本の家族と地域性』，ミネルヴァ書房，155-186
ページ。 
村山聡，2015，「海の支配と隠れキリシタン」，落
合編，『徳川日本の家族と地域性』，ミネルヴァ

書房，217-241ページ。 
森本一彦，2006，『先祖祭祀と家の確立―「半檀
家」から一家一寺へ』，ミネルヴァ書房。 
山本準，2006，「人口学的側面から見た姉家督―
常陸国茨城郡有賀村を事例として」，落合編，

『徳川日本のライフコース』，ミネルヴァ書房，

255-282ページ。 
ラスレット, ピーター，（酒田利夫・奥田伸子訳）， 

1992,『ヨーロッパの伝統家族と世帯』，リブロ
ポート。 

Fauve-Chamoux, Antoinette and Ochiai, 
Emiko ed., 2009, The Stem Family in 
Eurasian Perspective: Revisiting House 
Societies, 17th-20th Centuries, Bern: Peter 
Lang. 

Hajnal, John, 1983, “Two kinds of pre-
industrial household formation system,” in 
Wall, Robin and Laslett eds., Family Forms 
in Historic Europe, Cambridge University 
Press, 65-104.（浜野潔訳，2003，「前工業化
期における 2つの世帯形成システム，」速水編，
『歴史人口学と家族史』，藤原書店，415-477

ページ） 
Laslett, Peter, 1972, Household and Family in 

Past Time, Cambridge University Press. 
Laslett, Peter, 1983, “Family and Household as 

Work Group and Kin Group,”in Wall et al. 
eds., Family Forms in Historic Europe, 
Cambridge University Press,513-563. 

Nataga, Mary Louise, Satomi Kurosu and 
Akira Hayami, 1998, “Shimomoriya and 
Niita of the Nihonmatsu Domain in the 
Northeastern Region of Tokugawa Japan,” 
EAP Working Paper Series, No. 20.  

Ochiai, Emiko ed., 2002, The Logic of Female 
Succession, editorship, the Proceedings of the 
19th International Research Symposium, 
International Research Center for Japanese 
Studies, held in Kyoto, January 10-13. 

Ochiai, Emiko, 2009, “Two types of Stem 
Household System in Japan: the Ie in Global 
Perspective,” in Antoinette Fauve-Chamoux 
and Emiko Ochiai eds., The Stem Family in 
Eurasian Perspective: Revisiting House 
Societies, 17th-20th Centuries, Bern: Peter 
Lang, 287-326.（落合恵美子，2015「日本にお
ける直系家族システムの 2 つの型」，落合編，
『徳川日本の家族と地域性』，ミネルヴァ書房，

279-314ページ） 
Ochiai, Emiko, 2022a forthcoming, “Regional 

Diversity and the Emergence of a National 
Family Model at the Verge of Modernity,” 
Ochiai and Hirai eds., Japanizing Japanese 
Families, Leiden: Brill. 

Ochiai, Emiko, 2022b forthcoming, “Marriage 
and Childbirth among Female Servants in a 
North-eastern Village: Reconciliation 
between Work and Reproduction in Japanese 
Labour History,” Ochiai and Hirai eds., 
Japanizing Japanese Families, Leiden: Brill. 

Ochiai, Emiko and Hirai Shoko ed., 2022 
forthcoming., Japanizing Japanese Families: 
Regional Diversity and the Emergence of a 
National Family Model through the Eyes of 
Historical Demography, Leiden: Brill. 

Okada, Aoi and Kurosu Satomi, 1998, 
“Succession and the Death of the Household 
Head in Early Modern Japan: A Case Study 
of a Northeastern Village,” Continuity and 
Change, 13-1:143-166. 

Tsuya, Noriko and Satomi Kurosu, 1999, 
“Reproduction and Family Building 
Strategies in 18th and 19th Century Rural 
Japan: Evidence from Two Northeastern 
Villages,” presented at the Annual Meeting of 
the Population Association of America, New 
York, March 25-27. 

32


